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゜創刊にあたって

山形県は他．かで美しい「l然と歴史的風土に恵まれ、

「I本最大の I一：偶を出 I・.した西ノ 前辿跡や、縄紋クッキ
ーでイi名な押出辿跡など、全国的に注IIを受けている
辿跡が数多く存在しています。

これらの追跡は県民のかけがえのない歴史自然文化

姐産であり、現代に生きる私逹はこれらを大切に保渡

し、未米に伝えていかなければなりません。

近年、 山形県でも迫路建設や、ほ場整備事業、宅地

辿）如事業など、大規模公共開発事榮が増加してきてお

り、これらのボ業に伴う発掘調査も急増の傾向にあり

ます。

財団法人 山形県埋蔵文化リオセンター

理事長 木 場清 耕

このような状況から本県では文化財保殺と県土発展

との両立をj¥:(jる適切な対処が求められ、 ・1勺戊5年度に
財団法人111形県坪蔵文化財センターが設立されました。

センターでは県民の文化向」：と地域文化の振躾に窃

与するため、埋蔵文化財についての調査 ・研究のほか、

県民の皆様に対し、梢報サービスや骰料の提供などを

おこないたいと考えています。その一炭として、この

たびセンターの広報誌「埋文やまがた」を発行するこ

ととなりました。識貝ーI司文化財に対する事榮の推進
と向,-.に努）Jしてまいりたいとイfじておりますので皆
様のご指i立とご協力をおI頒い申し上げます。

一--

センター設立の経緯と活動内容

山形県教育委員会における坪蔵文化財の調査は、 11(1

和48年より県文化課で実施してま いりました。事業者

による 調奔翡用負担制度が確11:した昭和54年からは
I I l I JI: ク県抑蔵文化財緊急調布UII (トll長柏介必古）に濶
イ砂を委託し、県文化課の職具が同潤査団に~ft務する形

で業務をおこなってきま した。

その後、同や県などの公共事業の地）Jllにともない平

成 3・4年度に山形県埋蔵文化財調奔体制検討委貝会

を設け検討した結呆、平成5年度に財団法人山形県埋

蔵文化財センターを設立することになったものです。

センターの廂ll織は理事な どの役員と事務）n) (総務課

と調介研究課の二課）で構成されています。1I I JI多県に

おける挫蔵文化財調介研究の中核として、国・ し＼しなど

の公共開発事菜にかかわる逍跡の発掘調査や研究 • 普

及などの ~:r業に当 っ ています。

当センタ ーの •Ji.務所は、 1-. I I I市弁）くにあるILI県窃」・.

山農業閻等学校の跡地を利川 しています。これにより、

分散していた出士文化財を•ケ所に集めて脊料の保笠

をはかる ことができるようになりました。

近年、埋蔵文化財センターの整備を進めることが第

— -;. ) 

一 ~ 

4次山形県教育振夙可匪などでも提百されております。

当センタ ーとしては今後と も県民の皆様に対し、埋蔵

文化財l'~i'報や脊料の提供な どに努めてま い ります。
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造肪名

◆貼農林

所在地

平成5年度埋蔵文化財センター発掘則杏実組
胴合原因 謂杏期I/ti(日数）詞査面楕ボ 閲査成果

窮の順渇 I、t1l1di)d:・,;濱 n::<1>且
nn⑬'/l蹄 .i~tf',:lllfJd・11'(fll:'j・:)f-JII 
饂しil'l跡 趾佐町）,・r-::,;111・1: 木l瓜、翡Ill
11:t'i刈沿扮 ・m1,,,1rJiJ,・j・・1.-1wi: 1,ri刈
仕¥I瓜,mが 米i/11h)、:・j-:J月根'f'.i'J/;1し、松閲t
小，11
●県土木

押り）迅i'HJ・ 犬,・i¥di1,:・r,,::;1,'i訓叫）
1tlj谷J11i,mがj!li,Y,Id1),'i'1・lll'j・: 西谷」應
, ,•Jkド11 泣i4,1Jり J l llllf)('j·: 、し、ii'.'j-'.l1tケ Ii,

岡 ／合il'.iiか 1' 1 1~町）,'j渭f(fi'j-:佃11合
焦藤罰か 1・11悦111)/('i'町牲'i"濱i/11・) 
小，；1 

●県教委

((\ケ lt!fJJl(fか il'i l li 1 lif(\'r ~!iI fl I 
iiさ,:,¥Mi舟； /j,.1ふillf)('j・:,tj/l'jfか

県・ri・ほJい紐/'Ii及I'/ふii,地1-<:1 5/11、9/10 183) 
• (,:·:,i~i 川 地11.J ふ / ~ ヽ f!/17面

’’ tJIん川ド油地l1(J 5 /11 7 /:JO 13!JI 
• (I・IIIJUJl.<J 7 /2炉 8/25 (20) 

叫I免叫砂Ml1"Ji芯 6/21 !)/ 1 (2'1) 

1.50() f諏II訊 l鱈）のK饂 1/1、数(1、れの‘窓な形のI.僻が11:!・ 
仏(XXl 籍和I}代の建物跡か柊然と nしii'/。中 I―•11'1.M.i器も注LI される
li.lXXI 'i''i<:11訊建物跡b棟検11: ·k 1 l 1i~i分析による時期雅‘’じ可能
UXXl ' I'安II.\ 代の地~1の I'に、古壻II、『イto) 住J,,;.跡を3棟検ill
(illl 対II紋時代前）りJI/Jll:Iけ跡を(if東検Ill
J,t.J(H 

ば地Jii立Ill形）む鵡l改J心1.'lf 5/7、7/公） (59) 
i.'以地）j沈1i1~1mり 1,1,面l改JlL'Ji S/11 7 /20 (、~,(})
刷i~·:11粋 f鼎jf 芯 8/ 2 、 D / 1, WJ 

般!•I i立287 り迫i饂n l.'Ji S/11 ll/19 (6il 
籾議叫~I'll,料線梨＇雌 Jけ暉杵情jf又i/2G、10/I (4l) 

d.(KXl 'I'安II.¥代1/)仕,,,;-iが6棟と建物跡11県を検/Ji
3,l(X) 'I'-安時代1/)介11カメll'iと）IT渇 f,検II¥
:J(Xl イi器がまとまってii¥I: する111{i僻11,'i代のキャンプ地
1017 糀紋から,,£安II,『ItまでのIU;合i紺介
ViO・,1.-w.m韮ilU)0)}jlfil,1,li,11,' 硲を :lJ.t,il•,んで検II¥
1<1,687 

伽 I
◆ 宅公社

今J),,(凡i跡 111irii1u、・;・:今J:以
1],,11 

●股水竹

豆諏八枷II「)咋I沿沢i:成f,
ii i州 3 、 5 凪1~ ギllllll)'/;.'f'.111柑j
,],,ii' 

●建殷省

お仲Jill林i阻；1'りllllllf}('i:人IIIJ'r項ll!J枡Ill
古11i敷i伐粉 小Jkjlilj};_'沿柑J,!,韻11'四il,l敷
小 •. 1.i1湘i JUl',li'l'lil'やlヽv.i澤
麻沢I磁跡寒iu/i[,li)ゞ'f'.ii'lllJJililll't;:¥'i/1
小,ii
●逍公団

仲和暉 ,~111 村大'(熊11',' j<f飴 東lti剖I訴i'I動雌叩l線建，i文!:'if
粟illii'iiか りJJIIHA'i確財l¥'i如 11 ,, 
l1!1fl・ 中9海符籾l~1J,lik.' i<k.淀Ill'や1111111中野 • 
柳沢Ai祖が櫛,;11urJ;.・;・・1叫紺l対‘祖llli/( ,, 
,),,;I・ 

1.1,¥ ,i'_,•,':j'Y{、'ifW否亭rt、 I 什、mrn
,, (温私）

む地造成1文ひ＇分,;/HI:'む建，没

:i/11-R/I 1631 
8 /l3-JO/ ~O (30) 

• I船0 11:11、1 陥((!,'1・ i:i奇城の城代家 J!;l;[ •J改iか 6'6i,J/. 1;~J紺器oi :,l も灼；r

1. ⑱ () Ji糾:~城本）LのI淵とi/li:i兵1徒Ill
5.160 

5/31-11/12 (110) l•l.2()0 古Jft時代他の住,,,;iが27棟と1・...が3年(853)の木柑i発見
l l.21Xl 

l•Iポt農, J應 1),1岱Jr 足 ．り if紺i旅j也 Ii (i / 7 111/1 I (77) 
5/11、11/30(JJ,I) 

5.(籾 縄紋II訊:1/1JU/から後期1/Jfl:I,り跡8棟検/1',、I:偶5.'.'.(/1',!・. 
!l.573 縄紋時代1/J ft:l,•f蹄．命良時代の I船を焼し、た：烈lが検出

11.573 

i心l・.111水系寒祁I.Ill伯代(i碩厄 • 5 /12 -7 /29 (而）
紐,,好省様Illダム建，：文 じj[ U /13-10/15 719) 
迅，；行JUI-ダム建設j,jf;,1/,: 逍T.')f, ~ / 12 、 (i / 17 (27) 
一般l•lii'.i l 1~ り・(1府/(イハス改染 I.'Ji 11 / 2~ - 12/ 10 (13) 

I. 面 ~ i悩 II、1 代の /1悩製作枷 Ii批と,mi·iJi!.'!./1\ I. 
760 科阻希文 11 .'/it ' 1!JU]iJヽ ら前期のfl :1,,;-~~-5 l戒検ill
(;()() :.;; 町時代0)館跡の/11)い・,1砂｝を訊11-c
600 1 次 ，l~介のみ）＜部分は1勺戊6年度
J.0,10 

令，ii

~/ l'/. - 11)/2:i (I()/;) 11.75() 縄紋IIか代後JUI、晩期の災紺籾）ー糾を検ill
5/1か・7/ 1'I (•16) ~.72S 縄紋峙代中期の(1:1,,;-iが:11東検11:
5/]か11/19(l'/.5) 1,1邸県Iりで数少ない古J(!時代rii/l!IJOJ如諏検Ill
7 /I!l D/'!.!)て,i:j) :J. 凶Xl索町時代のJi跡から完令な形のカメがII',I 

'/.7.27D 
， %,1113 

遺跨名 所在地

●縣農林

は国跡 刷紐I・人'(Pf沢i=VI!
!ti IJ~lll1l'tiか灼 ftl'IJ 人·(1t11·i:w11

1m.1,.;iu、!- 批佐町）⑰北11・祖t'l.f'i
咄Ill血跡 紐佐Ill)(れltll'iが:,:111
I. 似ill!凪lが 悦竹町J,i:、,;r1.rn:1・.ぷI1i'f 
4ヽ1ilヽj伐iか il'llヤ町）,・t;;(ドn:小：I'ト
1面了亭iか釘）!,IJ1!iJ、:・;,こドlll'i:11りw也
itli; /llirtr介、惰l)l~,] 1 !ik"i:I、lll'i'?tlill,

平成6年度埋蔵文化財センター発掘囮杏実穎

i彫笠原因 謂査期問（日数）調杏面柑而 謂査成果

県・n・は楊唸I前'lぽ (Jj光IIIL流地lメ：） 5/9--9ー/7(Sil moo 
,, (,.::; 抑II地lり !i /10-7 / 8 (4,1) 3.3(Xl 

G /2l 6 /28 (5 l l,O(X) 
,, （翡涌111地[..<:) 5/JI、7/ 15 (,18) 3,80() 
,, (/! 光IllI、流地l•:l 7/11-9/8(38) :l.(XKI 

7 /19、7厄I(7) 1; 孜Kl
,, （ドIIIJ也ll) :i/9 8/:Jl (77) 7.95() 
， 5/!) -7 /:ii (57) l、800

:JG.5:iO 

'I'-宏11.r代9.!Olli紀の犯洛 ILJi11/Jlliり、4濁IllI・. 
平安11!,,代畝lがI・j;し1陪建物跡を検II¥

'I''灰II¥代建物介WJl:1 iWがを検/II
'I'・、女lilt代のljJ蹄な水nw渾1i検/1¥、鰐11検/1¥

y委11:f代のi屈,・,:札建物跡検II¥、iii'!粉多数ii',I・. 
'I'安時代庶民の生iMが検ii',小鉗治(Iり'l・.1名がhわれたか

,, ヽ,ii'

●県土木

俎り 1孤讃 1'1/i~lll fk'心剛竹：貼り1代 ,,;j泊~H7別諏訊 I.哨叶/~地j,() 7 /23、 10/ 1 •1 (!ii) 2.1叩古）1'111.¥ ft,i「1期を中心として多数の111,,;跡即II
小，ii l.liOO 
●県教委

胄r船鴎 itりllldif(1.'r蛤I_rリ 一 県立此j枚佼令·:;:~w1·1 i 匁 1·)翌1・ぶ） 6/,l-8/12 (38) 悶近111:0)城靡紐I柑！跡i細 l•il磁船 ~lな ど/I', I; ● 

+it設省
・1:i'iJ(T il'lfが)揺fil:dik.'伽',・IV浙111・;・:麻沢 向(iJ12冽I'けハ (1ヽス改茫 1・・Ji
小，ii
◆道公回館岡

野枡lllil'.i粉,:リIIIHk'やI哨消illl'祖.. JJ.:. 
塔/)楼沿跡約1芯ldik'i:Jl:I泊）'i'.lfrノI楼
後!lliuiが Miff訓jかIIIT後Ill
｝泌 I濯l~か館I間iii.芋lll'i'.k道I・
,Jヽ,ii
●道公団山形

jJi~111lfiiが ,, りIll町大'('.松//¥ill鍵ヽ ).
水沢館iり' ,, り川町k'f'.水ill'祈/Mi
1111,,:ii'liが I州Jlllilf)ヽ．、1:水1/fi:11,1,,:・
百飾II辿肘；’）櫛1/it:d1),字寒河il.'j恐j珈It
f叩u 寒i"/il:ili、114/lllllf
小，d
●県誓

iJ'd11'i,1i介，::;畠IUf)('j・：泉!,Wj・:q I ifi 

製.... 1 

6/lか 1()/7 (66) 3. ⑱ 縄紋時代後JUJiJJめの北沿 I料訟｛沼汲稔Iii
3.5(XJ 

,I[.! し1閥Iii'!りI沖凪1,:1111-i/1111111!)迅，迂I'll 5/10ヽ 11/8(118) 11.850 縄紋時代贖)11)大規松な低訊39伽）建物淋を検/1',
5/9-9/14(87) 8!100 伐介時代の建物跡術集したJt-巨iかを検出

,, !i/9、97 7 (6~) 14.500 阻代II、卜代から巾 111:1 こかけて(/)~鉗溝を検Ill,卒塔湊多故Ill上
,, 5/9、6/10 (20) 5./XX) 

淵750

東lt!i!t柾IHがJi;,I'/ぷ，11Ji1.-1叫1111闊I闊 I.')(6/6、7/11 (:J,1) 
,, 7 /H !0/28 ((i6) 
,, 5/1か JI/汎l(131) 
,, 5/11 IY9 (13i) 
,, !)/l6、12/L (44) 

7!i0 ,,,111: -i!i:111: 礎石建物跡検出参，1tii立胎のお党か
3.'162 人t的な・ド場検II¥ 1l1TJ'iに1111柏 ‘窄堀 l渇はあり
窃社諏時代躯i各i亦批"¥炉多数検II¥ J.:,:, しの./i閣澤｛，1．作沼場か
19.(HO 仮良 ・ 1咳11'.f代の集洛跡怒穴建物跡7~柚検II¥
9,36,, 
38.117 

,:'り,,;,,:咋名11:'i派1111/rrir簡l'.'J( 9 / l企 10/ 1 ~( I G) 1.200 'IL安時代の畝跡 /II跡検ii¥9111: 紀前半の I沿炸1111:
訟OO

12l.3l7 
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平成5年度宮の崩遣跡

宮の前辿跡は、 山形県の中央よりやや北側の村II I di 
訊Hと地ix:にある縄紋II炉代のムラの跡です。この逍跡の
ある t地にはいまから約 l)J年前の縄紋時代作創期に
はじめて人々がすみはじめ、その後約8l年間にわた
って人々が住んでいた人きな追跡であることがわかり

ました。このムラが11とも栄えたのは縄紋時代後期～晩

期の約2千年の間で、その,,,時の人々のI卜活の様子を

知ることの出来る様々な辿構や辿物が発見されました。

注 Fl されるものとして 、 縄紋時代のイギ．居跡 ・ 士坑 •

砥坑 • 十器拾場などの辿構があります。純紋IIか代晩期

のSK138幽坑からはヒスイとい斧が死者の枕厄に添え

られたような状態で発見されました。縄紋時代の人々

も私逹と1,iJじように死者を悼んだことがわかります。

上器捨拗からは1./4111"ほどの捨てられたし器の層が発見

されました。恐らくここには何）j点というい器が捨て

られているものと思われます。

I・. 器や伍器など追物からもいろいろなことがわかり

ました。l及l束地）jから迎ばれた『安行2式」といわれ
る上器や、新褐り［から辿ばれたヒスイの装飾111111などは、

当時であっても泊発な交易が行われていたことを教え

ています。また、人面付 I湘神は人の舶を上器に飾った

特殊な七器ですが、発見例は全国的に見ても少なく、

惰 ．炸の梢ネ111生活をJi(l/rj見ることのできるi'i'軍な追物で
す。（山III曹之）

il!I 1が遠昂

人ilii付土器 香炉型 土 器

土 器捨場
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平成6年度切枕遣跡

山居辿跡は、 西川Ill「をへて庄附へとつながる国道112

け沿いの、西川町役場から北両に約4km、水沢川芹岸

の小高いIi:に位置しています。

この辿跡は、今から約4,500年前の縄紋時代のムラの

跡です。今回の調企では、昔の人が住んでいた家の跡

や倉血の跡、 食べ物を保存したり 、ゴミを捨てたりす

る穴跡、柱を建てていた穴跡などが見つかりました。

見つかった家の跡の多くに、土器を埋め、同りを右で

囲ったU字型の炉の跡がありました。これは、手前に

石で開った部分と、奥に土器を雌めて作った複数の炉

で構成されることにより 、複式炉と呼ばれています。

現在のいろりに近い、暖房や調理場の役割を持ってい

たと考えられています。

また、今の1lllや鍋のように盛り付けや、煮たり炊い

たりに使J11した縄目の様々な紋様や粘上の飾りを付け
た大小の縄紋土器。動物を狩ったり、木を切り加Tし

たりする、石で作った弓矢の先に付ける石鏃や石柏、

石斧やノミ等も見つかりま した。ほかにお祈りに使用

する人の形をした土似と石棒や、 大きさ 5cm程の小さ

なミ ニチュア十器も見つかっています。（氏家信行）

土 器の出 土 状況
土 偶

5
 



埋文やまがた '95・3・31 創i:11号

大坪遠跡出土 ぃ木
〗簡

木佃とは本に悶作されたものをいいます。これまで

に県内では平安時代の木簡が数柑出上しています。実

際の生活や政治の楊で使われ、歴史を研究するうえで

投重な行料となっています。遊佐!Illの大坪辿跡では中

央部を蛇行する河川跡から木簡が出上しました。その

木簡には間三）］九「lに軍□ （渡来系の人物か）が伴咋

万呂や日代具談らの (·1—I硲崩＝アマッラ）の収穫か I」·

味料の加工に閲して果たすべき什事（負担）の回数を

木競出土状況

記録したということが井かれています。下の欠拍部分

には他にも負担すべき人名が記されていたと雅測され

ます。『延喜式』と いう当時の汎物によれば、出羽日か

らは侮年中央へI「味料のIJ-葛煎を納めており 、それを
裏付ける木俯と考えられます。年号がありませんが、

一絣に出土した土器から 9肌紀後半と考えられます。

（斎藤俊一）
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亨の 差点 ． 絹集後記 譴l

士器の実測作業をしていて土器を作った人の指の痕

を見つけたりすると婚しくなL）ます。その人のことか

らその場の周りの様子へと、ひとリでに想像が膨らん

でいきます。映像を見るようにいきいきと描けたらさ

ぞ楽しいだろうと思うのですが残念ながら知識不足

です。（整理作業昌A.S)

今年は二年目でした。先生や先輩方に敦えていただ

いて数多くの実測ができ、大変勉強になりました。

濫理作業国I<.S) 

作業貝として実際に土器に接してからは、新聞やT

Vの＝ュースで文化財や発掘の事などにいち早く目が

とまるようになリました。子供たちを連れ美術館や賀

料館を回る機会も増え、共通の話匪ができて楽しんで

います。（整理作業負Y.S、S.G)

センターが設立されてからい、 2年が過ぎよう

としています。センターの訊動をいちいくお知ら

せしようと計画した広報誌の発1りが、ようやく実

現できました。これまで試行錯誤を煎ねながら創

刊号を 1:11行できたことは、報告占作成時期にもか

かわらず、快く原柏の執竿を快諾して戴いた各調

在担当者や、セ ンタ ーの皆様のおかげと感謝して

います。創刊号ではセンタ ー設立の経絲と ・j7.成

5・6年度の活動内容を下に紹介しました。今後

とも埋蔵文化財の保護と晋及啓発を1-1椋として分

かりやすい広報誌を皆様にお届けしたいと思って

います。どうぞ官しくお願いします。（野尻）
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